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 論  文  名 ： Investigation into the causes of indwelling urethral catheter 

implementation and its effects on clinical outcomes and health care 

resources among dementia patients with pneumonia  

A retrospective cohort study 

    （肺炎を有する認知症患者における尿道留置カテーテル施行の要因とその  

留置が臨床アウトカムおよび医療資源に及ぼす影響の検討） 

 

 区   分：甲  

 

 

論  文  内  容  の  要  旨  

 

本 研 究 は 認 知 症 を 有 す る 高 齢 者 に 関 連 し た 文 脈 要 因 を 調 査 し 、 さ ら に そ の

カ テ ー テ ル の 留 置 が 患 者 の 死 亡 、 在 院 日 数 、 医 療 費 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に

す る こ と を 目 的 と し た 。研 究 の デ ザ イ ン は 後 ろ 向 き コ ホ ー ト 研 究 で 、 7 5 歳 以

上 で 認 知 症 を 有 し 、 か つ 主 傷 病 が 肺 炎 で 入 院 し 抗 生 剤 投 与 が な さ れ た 患 者

4 5 0 1 名 を 対 象 と し た 。 ア ウ ト カ ム は 患 者 の 死 亡 、 在 院 日 数 と 総 医 療 費 と し 、

尿 道 留 置 カ テ ー テ ル 使 用 群 と 非 使 用 群 で 比 較 し た 。 本 研 究 に お い て 尿 道 留 置

カ テ ー テ ル 使 用 群 で 死 亡 の 増 加 、 在 院 日 数 の 延 長 、 総 医 療 費 の 増 加 と 有 意 な

関 連 を 認 め た 。 尿 道 留 置 カ テ ー テ ル の 使 用 パ タ ー ン は 医 療 施 設 内 で 類 似 性 が

認 め ら れ た 。 ま た 、 病 床 あ た り の 医 師 数 （ 医 師 密 度 ） が 有 意 に 尿 道 留 置 カ テ

ー テ ル 使 用 と 関 連 を 示 し て い た が 、 そ の 関 係 性 は 単 純 な 線 形 関 係 で は な く 、

お お よ そ 中 間 層 で 留 置 頻 度 が 最 低 と な り 、 医 師 密 度 が 低 値 、 高 値 の 両 方 向 へ

む か う に 連 れ て 留 置 が 増 加 す る と い っ た U 字 の 関 係 性 を 示 し て い た 。 本 研 究

に よ り 、 認 知 症 を 有 す る 高 齢 者 に お い て 施 設 間 で 尿 道 カ テ ー テ ル 留 置 に お い

て ば ら つ き が 存 在 し 、 さ ら に 留 置 カ テ ー テ ル 使 用 は 死 亡 お よ び 医 療 資 源 利 用

の 増 加 と 有 意 な 関 連 を も つ こ と が 示 さ れ た 。 こ れ ら の 知 見 よ り 、 日 本 の 高 齢

者 に 対 す る 医 療 の 質 の 問 題 点 が 存 在 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ 、 医 療 政 策 学 的 に

も 医 療 の 質 を 測 定 し 、 報 告 し 、 改 善 を 促 進 す る よ う な 枠 組 み の 構 築 が 急 務 で

あ る と 考 え ら れ た 。  

 

  

 

 

  


